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など

発　行　所
広島県建設労働組合

〒733-0013　広島市西区横川新町８番12号
電話（082）232-6238　FAX（082）294-0248

発行人　書記長　藤 岡　祐 二
（機関紙は有料 組合員の機関紙代は組合費に含む）

定価１部70円　　毎月１回10日発行

ホームページ
ひろしまけんろう 検索

（別途通信料金が必要となります）

スマホ携帯から
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拍手で承認する代議員の皆さん

CCUS普及促進
キャンペーン

6月末までに各地連で各地連開催の
CCUS学習会・登録会において、CCUSに
登録した組合員または新規加入者に
・技能者登録支援金 … 4,900円
・レ ベ ル 判 定 料 … 4,000円
が支給されます。詳しくは所属の地
連事務所へお問い合わせください。
ただし、2022年7月1日時点で組合員でな
い方はキャンペーンの対象外となります。

第66回

第
66
期

広島建労がLINE公式
アカウントをはじめました！

　
つ
の
地
連
が

組
織
拡
大
を
表
彰

　

大
会
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
拡
大
の
影
響
を
受
け
、

入
場
者
数
を
減
ら
し
て
時
間
短

縮
や
発
言
者
を
限
定
し
た
進
行

で
感
染
対
策
に
努
め
ま
し
た
。

　

葊
瀨
慎
さ
ん
（
青
年
部
・
第

１
地
連
福
山
）
の
司
会
に
よ
り
、

平
井
一
悟
副
委
員
長
の
開
会
あ

い
さ
つ
で
大
会
が
開
会
。
大
会

諸
役
員
を
司
会
者
が
読
み
上
げ

て
了
承
さ
れ
、
議
長
団
に
久
保

武
弘
さ
ん
（
第
９
地
連
広
島
北
）

と
竹
田
博
文
さ
ん
（
第
10
地
連

高
陽
）
が
選
出
さ
れ
ま
し
た
。

　

岩
田
忠
二
委
員
長
が
物
故
者

へ
の
冥
福
を
祈
り
、
全
員
で
黙

と
う
を
さ
さ
げ
、
あ
い
さ
つ
を

行
い
ま
し
た
。

　

祝
電
・
メ
ッ
セ
ー
ジ
は
資
料

で
配
布
し
、
荒
木
浩
美
資
格
審

査
委
員
長
、
上
川
健
一
議
事
運

営
委
員
長
の
報
告
が
あ
り
ま
し

た
。

　

令
和
３
年
度
の
経
過
報
告
を

谷
口
秀
樹
書
記
長
、
会
計
報
告

を
髙
橋
博
文
財
政
部
長
、
各
会

計
監
査
報
告
を
住
川
洋
一
会
計

監
査
長
が
行
い
、
令
和
４
年
度

の
運
動
方
針
案
を
谷
口
書
記
長

が
、
予
算
案
を
髙
橋
財
政
部
長

　

広
島
建
労
は
３
月
19
日(

土)

12
時
半
か
ら
、
第
66
回
定
期
大

会
を
広
島
市
南
区
金
屋
町
に
あ
る
ワ
ー
ク
ピ
ア
広
島
で
開
催
。

同
時
に
（
一
社
）
広
島
建
築
共
同
職
業
訓
練
協
会
、
（
一
社
）

広
島
県
建
築
セ
ン
タ
ー
協
会
、
（
有
）
広
島
建
設
保
険
代
行
社

の
総
会
を
行
い
ま
し
た
。

　

「
社
会
保
障
の
拡
充
、
制
度
改
善
に
よ
る
国
保
組
合
の
育
成

強
化
を
求
め
る
運
動
を
推
進
し
よ
う
！
」
な
ど
を
ス
ロ
ー
ガ
ン

に
掲
げ
、
代
議
員
89
人
（
委
任
状
出
席
者
41
人
を
含
む
）
、
特

別
代
議
員
21
人
、
県
執
行
委
員
16
人
、
県
監
査
２
人
、
青
年
部

２
人
、
主
婦
の
会
１
人
、
書
記
２
人
の
総
勢
１
３
３
人
が
出
席

し
ま
し
た
（
２
、
３
面
に
大
会
関
連
記
事
別
掲
）
。

が
提
案
し
休
憩
に
入
り
ま
し
た
。

　

代
表
・
一
般
質
問
（
２
面
に

要
旨
別
掲
）
は
時
間
短
縮
お
よ

び
飛
散
防
止
対
策
と
し
て
、
質

問
内
容
と
回
答
を
書
類
配
付
し

て
確
認
い
た
だ
き
ま
し
た
が
、

一
般
質
問
に
つ
い
て
は
議
長
の

判
断
に
よ
り
当
日
の
質
問
が
受

付
ら
れ
ま
し
た
。

　

当
日
の
一
般
質
問
に
は
、
不

動
俊
己
代
議
員
（
５
地
連
）
、

植
木
義
人
代
議
員
（
２
地
連
）
、

花
﨑
直
行
代
議
員
（
１
地
連
）
が

立
た
れ
、
建
設
予
定
の
建
労
会

館
に
つ
い
て
の
意
見
な
ど
が
あ

り
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
拍
手
多
数
に
よ
り

第
65
期
の
経
過
お
よ
び
決
算
は

承
認
さ
れ
ま
し
た
。

解体工事着手見合わせ、予算委員会スタート

建労会館
建設委員会

　法人事業所（株式会社など）または従業員を
常時5人以上雇用する個人事業所は社会保険（健
康保険と厚生年金）の強制適用となります。
　ただし、すでに建設国保に加入の個人事業主
が法人になった日（※）などから14日以内に年
金事務所へ「健康保険適用除外」（厚生年金の
取得）を申請して承認を受けることにより、建
設国保に残ることができます。しかし、年金事
務所への届け出が法人になった日（※）などか
ら14日を超えた時は、健康保険の適用除外が認
められず、建設国保に残ることができません。
　必ず期限内に組合で手続きを行い、年金事務
所へ申請してください。
※法人になった日などとは…
・法人事業所（株式会社など）を設立した
・事業所を法人化（株式会社など）した
・個人事業所で常用の従業員が5人以上になった
詳しくは所属の地連事務所までお尋ねください。

　各地連から推薦された13人の建設委員、（一社）
広島建築共同職業訓練協会から原会長、藤岡専務理
事、泉常務理事、書記２人が出席しました。
　建設委員の互選により、原会長が建設委員長に、
井手口委員が副委員長に選出されました。
　会議では、建設委員会設置要綱の改定を確認して、
協会の副会長３人を建設委員に追加しました。
　原建設委員長より、解体工事着手見合わせについ
ての経過報告があり、建築士の矢崎氏からは、見積
明細書に対する71項目の質問への回答、設計図の変
更、見積内容を一部変更した説明がありました。
　新しい取り組みとしては、資金計画の詳細化に向
けた予算委員会（仮称）をスタートすることになり
ました。
　次回は5月9日(月)に第66期第２回建労会館建設委
員会を開催予定です。

広島建労LINE公式アカウントを友
だち追加して、最新情報をチェック
　友だち追加はこちらから
　https://lin.ee/5MRTXOj

第1回

一
般
社
団
法
人
  広島県建築センター協

会

加
盟
会
員期定

会大

ご注意ください　まずは組合へご相談を

法人化（株式会社など設立）を
予定している組合員の皆様へ

　

令
和
３
年
度
は
、
第
８
地
連

広
島
西
（
15
人
）
と
第
10
地
連

高
陽
（
７
人
）
、
第
７
地
連
広

島
（
４
人
）
が
組
織
数
を
増
や

し
組
織
拡
大
を
表
彰
さ
れ
、
第

１
地
連
福
山
が
広
建
新
報
最
多

投
稿
地
連
と
し
て
表
彰
さ
れ
、

功
労
者
の
表
彰
が
行
わ
れ
ま
し

た
。

　

役
員
改
選
年
度
に
つ
き
、
山

下
洋
選
挙
管
理
委
員
長
に
よ
る

新
役
員
の
読
み
上
げ
後
、
拍
手

で
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　

役
員
交
代
後
、
新
執
行
委
員

長
の
原
正
氏
よ
り
旧
執
行
委
員

長
の
岩
田
忠
二
氏
へ
特
別
功
労

者
表
彰
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

司
会
者
の
葊
瀨
さ
ん
が
、
19

項
目
の
大
会
ス
ロ
ー
ガ
ン
案
（
２

面
に
別
掲
）
を
、
植
竹
雄
祉
青

年
副
部
長
が
大
会
宣
言
を
読
み

上
げ
て
提
案
し
、
拍
手
で
了
承

さ
れ
ま
し
た
。

　

書
記
・
議
長
団
解
任
の
後
、

田
渕
繁
春
副
委
員
長
が
閉
会
の

あ
い
さ
つ
を
行
い
大
会
を
終
え

ま
し
た
。

　

予
定
し
て
い
た
代
議
員
さ
ん

が
体
調
不
良
の
た
め
、
急
遽
代

役
で
議
長
と
な
り
ま
し
た
。

　

進
行
は
ハ
キ
ハ
キ
と
大
き
な

声
で
分
か
り
や
す
く
皆
さ
ん
に

伝
わ
る
よ
う
に
心
掛
け
て
い
ま

　

か
ま
な
い
よ
う
に
気
を
付
け

ま
し
た
が
、
緊
張
し
ま
し
た
。

○
竹
田　

博
文
さ
ん

（
第
10
地
連
高
陽
）

○
久
保　

武
弘
さ
ん

（
第
９
地
連
広
島
北
）

○
葊
瀨　

慎
さ
ん

（
第
１
地
連
福
山
）

定
期
大
会

出
席
者
の
声

竹田さん（議長）

久保さん（議長） 葊瀨さん（司会）
　

地
連
推
薦
を
い
た
だ
き
議
長

を
引
き
受
け
ま
し
た
が
、
マ
ス

ク
や
パ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
が
あ
る

た
め
、
発
声
に
気
を
配
り
ま
し

た
。
質
問
が
事
前
提
出
だ
っ
た

結
果
、
数
が
少
な
か
っ
た
よ
う

に
思
わ
れ
ま
し
た
。

　

議
長
の
責
務
は
質
問
の
回
答

と
整
合
性
を
確
保
す
る
こ
と
と
、

ス
ム
ー
ズ
に
議
事
運
営
を
行
う

こ
と
と
思
い
ま
す
。
す
べ
て
の

代
議
員
が
会
場
に
集
ま
る
今
ま

で
通
り
の
大
会
が
開
か
れ
る
こ

と
を
願
っ
て
い
ま
す
。

し
た
が
今
回
の
大
会
に
少
し
寂

し
さ
を
感
じ
ま
し
た
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

拡
大
以
前
の
活
気
あ
る
大
会
に

戻
れ
た
ら
と
思
い
ま
す
。
代
議

員
数
・
質
疑
応
答
な
ど
次
年
度

こ
そ
は
期
待
し
て
い
ま
す
。

も
っ
と
進
行
表
を
読
み
込
ん
で

お
く
べ
き
で
し
た
。

　

定
期
大
会
の
参
加
は
今
回
が

初
め
て
だ
っ
た
の
で
す
が
、
一

般
質
疑
応
答
が
印
象
的
で
し
た
。

　

次
年
度
の
司
会
者
さ
ん
、
皆

さ
ん
フ
ォ
ロ
ー
し
て
く
れ
ま
す

の
で
、
気
負
わ
ず
落
ち
着
い
て

し
ゃ
べ
っ
て
く
だ
さ
い
。

HPの新着情報などの
更新をいち早く

お届けします

原新執行委員長
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一、社会保障の拡充、制度改善による国保組合
の育成強化を求める運動を推進しよう！

一、特定健診・特定保健指導を受診し、肺が
ん・アスベスト検診をうけよう！

一、健康を保持し、医療費の適正化に努め、建
設国保を守ろう！

一、将来にそなえて ｢年金基金｣ や ｢建退共｣
制度に加入しよう！

一、安全対策を重視し、職場から労働災害・職
業病をなくそう！

一、労働災害は労災保険で。労働保険（労災・
雇用保険）は事務組合を利用しよう！

一、講習会に参加し、資格取得と技術・技能の
向上に努めよう！

一、技能後継者の確保と育成のため訓練校を充
実させよう！

一、住宅デーによってカンガルーマークの存在
をアピールし、仕事確保と拡充をはかろう！

一、災害発生時には「災害協定」の活用によ
り、災害支援に取り組もう！

一、「標準見積書」の活用に努め、賃金と生活
の安定をはかろう！

一、建設キャリアアップシステムを活用し、処遇
改善につなげよう！

一、「公契約法」「公契約条例」の制定を実現
させよう！

一、大衆増税反対・公正な税制を確立させよう！
一、青年部・主婦の会の活力ある行動で、組合
への理解と運動の輪を広げよう！

一、自動車・火災・傷害保険・ガン保険は ｢広
島建設保険代行社｣ を利用しよう！

一、機関紙「広建新報」やホームページで情報
取得と見識を広めよう！

一、組合の活動内容を充実し健全財政運営に努
めよう！

一、全組合員総力で組織拡大を進めよう！

第66回
定期大会スローガン

第66回
定期大会

一部抜粋
・

要　旨

Q
一
人
ひ
と
り
の
声
掛
け
の

口
コ
ミ
が
大
切
と
あ
る
が
、
誰

に
で
も
分
か
り
や
す
く
説
明
で

き
る
資
料
を
作
っ
て
ほ
し
い
。

A
国
保
の
保
険
料
、
組
合
共

済
制
度
、
資
格
取
得
、
各
種
講

習
会
の
案
内
な
ど
、
組
合
の
メ

リ
ッ
ト
を
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲

載
し
て
い
ま
す
。
ス
マ
ホ
や
パ

ソ
コ
ン
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
「
ひ

Q
国
が
定
め
る
特
定
健
康
診

断
受
診
率
と
特
定
保
健
指
導
実

施
率
が
大
変
厳
し
い
状
況
で
、

国
庫
補
助
金
が
減
額
さ
れ
る
可

能
性
が
あ
る
。
建
設
国
保
の
安

定
運
営
の
た
め
に
ど
う
考
え
て

い
る
か
。

A
健
康
無
関
心
者
を
掘
り
起

こ
し
、
こ
の
方
達
の
意
識
改
革

を
行
う
こ
と
に
よ
り
保
健
事
業

へ
の
参
加
を
考
え
て
い
ま
す
。

健
康
づ
く
り
ビ
ン
ゴ
の
カ
ー
ド

Q
県
本
部
主
催
第
46
回
技
能

競
技
大
会
を
12
月
12
日
に
参
加

者
２
人
で
開
催
し
た
が
、
コ
ロ

ナ
禍
で
少
人
数
開
催
を
す
る
メ

リ
ッ
ト
は
。

A
選
手
に
と
っ
て
は
練
習
が

Q
１
年
程
度
の
期
間
内
で
賃

金
の
変
動
は
あ
ま
り
な
い
と
考

え
る
の
で
、
賃
金
ア
ン
ケ
ー
ト

調
査
を
隔
年
と
か
、
12
の
地
連

を
半
分
に
し
て
１
年
毎
の
調
査

に
で
き
な
い
か
。

A
１
年
２
年
で
は
そ
れ
ほ
ど

賃
金
変
化
の
な
い
方
が
多
い
で

す
が
、
昨
年
は
１
年
前
と
比
べ
、

事
業
主
の
方
の
平
均
賃
金
で
は

「
２
，
１
５
２
円
ダ
ウ
ン
」
、

Q
税
金
学
習
会
へ
の
講
師
派

遣
は
、
何
人
以
上
く
ら
い
で
対

応
い
た
だ
け
る
の
か
。

A
２
０
２
２
年
に
入
っ
て
新

Q
収
入
の
部
「
組
合
費
」
基

礎
数
１
２
，
０
０
０
人
、
延
１

４
４
，
０
０
０
人
で
予
算
計
上

さ
れ
て
い
る
が
、
今
年
度
の
人

員
を
大
幅
に
下
回
る
予
算
計
上
。

何
か
理
由
が
あ
る
の
か
。

A
３
年
に
１
回
の
国
保
職
種

調
査
が
あ
り
、
１
月
末
で
約
２

０
０
人
提
出
さ
れ
て
い
な
い
た

め
、
四
役
財
政
部
会
、
執
行
委

員
会
で
議
論
を
重
ね
、
１
２
，

０
０
０
人
に
設
定
し
ま
し
た
。

い
ろ
い
ろ
な
要
因
が
考
え
ら
れ

ま
す
が
、
３
月
１
日
現
在
、
１

２
，
１
９
４
人
と
な
っ
て
い
ま

す
。
万
が
一
、
大
会
承
認
時
に
、

予
算
基
礎
人
員
を
切
っ
て
い
た

場
合
は
、
承
認
を
い
た
だ
け
な

い
可
能
性
が
あ
る
た
め
、
色
々

な
こ
と
を
想
定
し
、
１
２
，
０

０
０
人
で
予
算
組
み
を
し
ま
し

た
。
皆
様
の
大
切
な
組
合
費
を
、

経
費
削
減
に
努
め
、
価
値
あ
る

組
合
活
動
に
使
っ
て
い
け
る
よ

う
に
、
こ
れ
か
ら
も
財
政
活
動

に
努
め
て
参
り
ま
す
。

Q
応
急
仮
設
住
宅
の
再
生
利

用
の
現
場
見
学
と
あ
る
が
、
再

生
利
用
の
何
が
参
考
に
な
っ
て
、

何
が
見
直
し
す
べ
き
か
。

A
広
島
建
労
が
全
木
協
に
加

入
し
て
お
り
、
応
急
仮
設
住
宅

建
設
に
関
わ
っ
て
い
る
の
で
、

応
急
仮
設
住
宅
を
保
有
す
る
県

と
地
域
団
体
を
と
り
な
す
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
見
直
す
こ
と

Q
労
災
報
告
を
さ
れ
た
事
業

所
に
安
全
講
習
会
へ
参
加
い
た

だ
く
良
い
ア
イ
デ
ィ
ア
が
あ
れ

ば
参
考
に
し
た
い
。

A
労
災
報
告
者
の
把
握
が
で

き
れ
ば
、
ハ
ガ
キ
で
講
習
会
案

内
は
ど
う
で
し
ょ
う
か
。
た
だ

し
、
個
人
情
報
に
な
る
た
め
、

Q
教
育
宣
伝
専
門
委
員
会
に

つ
い
て
オ
ン
ラ
イ
ン
を
活
用
し

て
秋
ご
ろ
開
催
を
検
討
し
て
い

た
が
開
催
し
な
か
っ
た
理
由
は
。

組
合
メ
リ
ッ
ト
は
Ｈ
Ｐ
に
掲
載

ス
マ
ホ
や
パ
ソ
コ
ン
で
閲
覧
を

基
礎
知
識
の
学
習
会
開
催
で

皆
さ
ん
に
知
っ
て
い
た
だ
い
て

健
康
無
関
心
者
を
掘
り
起
こ
し

保
健
事
業
の
興
味
に
つ
な
げ
る

案
内
ハ
ガ
キ
を
送
り

安
全
講
習
会
の
参
加
を
促
す

選
手
に
は
練
習
が
一
番

競
技
大
会
で
経
験
も
積
ん
で

応
急
仮
設
住
宅
建
設
に
関
わ
り

県
と
地
域
団
体
を
と
り
な
し
た

賃
金
調
査
は
長
ス
パ
ン
が

年
に
受
け
た
影
響
分
か
る

イ
ン
ボ
イ
ス
Ｄ
Ｖ
Ｄ
を
基
に

地
連
独
自
で
学
習
会
開
催
を

【
組
織
対
策
部
】

３年に１度の職種調査
議論を重ね、人員設定
経費減で価値ある活動

ろ
し
ま
け
ん
ろ
う
」
と
検
索
し

て
閲
覧
い
た
だ
け
れ
ば
、
分
か

り
や
す
く
説
明
し
て
お
り
ま
す

の
で
、
ご
活
用
く
だ
さ
い
。
ま

た
、
毎
年
組
合
パ
ン
フ
レ
ッ
ト

を
作
成
し
、
同
じ
も
の
を
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
で
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
可

能
に
し
て
い
ま
す
。
組
合
員
専

用
メ
ニ
ュ
ー
の
各
種
ダ
ウ
ン
ロ
ー

ド
ペ
ー
ジ
か
ら
ご
覧
く
だ
さ
い
。

を
達
成
し
や
す
く
し
、
保
健
事

業
へ
の
興
味
に
つ
な
が
る
よ
う

に
変
え
ま
し
た
。
令
和
３
年
度

よ
り
エ
ヒ
メ
健
診
の
特
定
健
康

診
査
受
診
の
際
、
直
ぐ
に
同
会

場
で
初
回
面
談
が
行
わ
れ
る
よ

う
、
ま
た
、
人
間
ド
ッ
ク
受
診

の
際
も
広
島
県
下
で
５
病
院
で

は
あ
り
ま
す
が
、
す
ぐ
に
初
回

面
談
が
で
き
て
特
定
保
健
指
導

実
施
率
が
上
が
る
よ
う
に
体
制

を
整
え
て
い
ま
す
。

一
番
で
す
が
、
足
り
て
い
ま
せ

ん
。
練
習
回
数
を
補
う
こ
と
や
、

緊
張
感
を
持
っ
た
大
会
で
経
験

を
積
ん
で
い
た
だ
く
こ
と
、
選

手
に
大
会
に
対
す
る
意
欲
を
継

続
さ
せ
て
い
く
こ
と
な
ど
、
次

従
業
員
や
一
人
親
方
の
賃
金
は

「
29
円
〜
83
円
ダ
ウ
ン
」
と
な
っ

て
お
り
、
事
業
主
に
比
べ
て
下

げ
幅
が
非
常
に
少
な
い
こ
と
が

分
か
り
ま
す
。
こ
れ
は
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
や
ウ
ッ
ド
シ
ョ
ッ

ク
な
ど
の
資
材
高
騰
が
影
響
し

て
い
る
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
が
、

長
い
ス
パ
ン
で
見
た
時
に
、
こ

の
年
に
こ
ん
な
影
響
を
受
け
た

と
い
う
記
録
に
な
り
ま
す
。

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
オ
ミ
ク
ロ

ン
株
の
感
染
拡
大
が
起
こ
り
、

現
在
も
高
止
り
の
状
態
が
続
い

て
い
ま
す
。
県
本
部
と
し
て
は
、

と
し
て
は
、
応
急
仮
設
木
造
住

宅
そ
の
も
の
の
解
体
し
や
す
い

工
法
の
検
討
、
再
生
利
用
先
の

早
期
受
け
取
り
募
集
で
す
。
地

域
事
業
と
し
て
は
、
さ
ま
ざ
ま

メ
リ
ッ
ト
は
あ
り
ま
す
が
、
再

生
利
用
す
る
際
の
費
用
の
点
で

は
、
新
た
に
建
築
す
る
の
と
大

き
く
は
変
わ
ら
な
い
こ
と
は
課

題
で
す
。

十
分
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。
「
労

災
保
険
加
入
事
業
所
や
一
人
親

方
労
災
加
入
者
へ
案
内
ハ
ガ
キ

を
送
り
参
加
を
促
す
」
「
各
地
域

へ
参
加
者
数
を
割
り
当
て
、
そ

の
人
数
に
応
じ
地
域
か
ら
参
加

し
て
も
ら
う
」
な
ど
取
り
組
ま

れ
て
い
る
地
連
も
あ
り
ま
す
。

A
Ｗ
Ｅ
Ｂ
で
ど
の
よ
う
な
方

法
で
行
な
う
か
検
討
し
て
い
た

中
、
教
宣
大
学
「
基
礎
知
識
の

講
習
」
は
大
変
参
考
に
な
り
ま

し
た
。
こ
れ
を
専
門
委
員
だ
け

で
な
く
地
連
の
皆
さ
ん
に
も
受

け
て
も
ら
い
た
く
、
平
日
開
催

を
基
本
と
す
る
秋
の
Ｗ
Ｅ
Ｂ
会

議
で
は
な
く
、
来
年
度
に
同
Ｗ

Ｅ
Ｂ
会
議
で
も
１
日
開
催
を
目

指
し
て
行
う
方
が
良
い
と
考
え

て
行
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
教
宣

専
門
委
員
だ
け
が
勉
強
す
る
の

で
は
な
く
、
地
連
の
皆
さ
ん
に

も
知
っ
て
い
た
だ
き
た
い
内
容

で
す
の
で
、
学
習
会
の
開
催
を

お
願
い
し
ま
す
。

【
教
育
宣
伝
部
】

【
安
全
対
策
部
】

【
社
会
保
障
対
策
部
】

【
住
宅
対
策
部
】

【
税
金
対
策
部
】

【
技
術
対
策
部
】

【
賃
金
対
策
部
】

【財政部】

年
度
の
選
手
選
考
も
兼
ね
て
お

り
ま
す
の
で
、
十
分
な
メ
リ
ッ
ト

が
あ
っ
た
と
確
信
し
て
お
り
ま

す
。
来
期
も
コ
ロ
ナ
禍
は
収
ま

ら
な
い
と
思
い
ま
す
が
、
現
状

を
し
っ
か
り
と
把
握
し
て
技
能

競
技
大
会
の
開
催
を
考
え
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
の
で
、
ご

理
解
と
ご
協
力
の
程
よ
ろ
し
く

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

２
０
２
１
年
の
学
習
会
で
撮
っ

た
イ
ン
ボ
イ
ス
Ｗ
Ｅ
Ｂ
学
習
会

Ｄ
Ｖ
Ｄ
を
基
に
地
連
独
自
で
学

習
会
を
行
っ
て
い
た
だ
き
た
い
。

し
か
し
、
コ
ロ
ナ
が
減
少
し
影

響
が
な
い
程
度
ま
で
収
ま
り
依

頼
が
あ
れ
ば
、
講
師
派
遣
し
た

い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

一
般
社
団
法
人
  広島県建築センター協

会

加
盟
会
員

代

質
問

答

疑
質

表

応
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（
〇
数
字
は
地
連
番
号
・
敬
称
略
）

令
和
４
・
５
年
度
新
役
員

執　

行　

委　

員　

長　

原　
　
　

正　

⑤　

瀬
戸
内

副
執
行
委
員
長　

橋
本　

直
幸　

①　

福　
　

山

副
執
行
委
員
長　

髙
野　
　

透　

⑦　

広　
　

島

副
執
行
委
員
長　

中
川　

裕
次　

⑨　

広
島
北

書

記

長

藤
岡

祐
二

⑧

広
島
西

書　

記　

次　

長　

泉　
　

雅
博　

⑤　

瀬
戸
内

組
織
対
策
部
長　

齋
藤　

貴
宏　

⑧　

広
島
西

組
織
対
策
副
部
長　

渡
邉　

朝
展　

⑦　

広　
　

島

教
育
宣
伝
部
長　

中
西　

哲
也　

⑦　

広　
　

島

教
育
宣
伝
副
部
長　

花
﨑　

直
行　

①　

福　
　

山

社
会
保
障
対
策
部
長　

平
木　

辰
明　

③　

し
ま
な
み

社
会
保
障
対
策
副
部
長　

川
地　

正
剛　

⑥　

江
田
島

安
全
対
策
部
長　

秋
本　

浩
樹　

⑦　

広　
　

島

安
全
対
策
副
部
長　

松
本　

真
二　

⑫　

庄　
　

原

技
術
対
策
部
長　

小
牧　
　

亘　

⑩　

高　
　

陽

技
術
対
策
副
部
長　

谷
生　

光
孝　

④　

広
島
中
央

住
宅
対
策
部
長　

髙
橋　

博
文　

②　

芦　
　

品

住
宅
対
策
副
部
長　

平
田　

光
弘　

④　

広
島
中
央

賃
金
対
策
部
長　

輪
場　

直
幸　

⑦　

広　
　

島

賃
金
対
策
副
部
長　

石
田　

諭
史　

②　

芦　
　

品

税
金
対
策
部
長　

森
末　

高
正　

⑪　

三　
　

次

税
金
対
策
副
部
長　

山
國　
　

豊　

⑦　

広　
　

島

財

政

部

長　

尾
尻　

裕
司　

⑧　

広
島
西

財　

政　

副　

部　

長　

上
野　

将
俊　

⑦　

広　
　

島

青

年

部

長　

西
濵　

恭
兵　

⑥　

江
田
島

主
婦
の
会
会
長　

竹
村
富
士
子　

⑦　

広　
　

島

会

計

監

査　

頼
政　

秀
𠮷　

①　

福　
　

山

会

計

監

査　

竹
本　

康
史　

④　

広
島
中
央

会

計

監

査　

森
木　

敏
行　

⑥　

江
田
島

会

計

監

査　

住
川　

洋
一　

⑦　

広　
　

島

会

計

監

査　

小
川　

正
富　

⑩　

高　
　

陽

会

計

監

査　

本
郷　

知
英　

⑪　

三　
　

次

地
連
役
員

地　
　
　

連　
　
　

長　

門
主　

英
人　

①　

福　
　

山

地　
　
　

連　
　
　

長　

高
橋　

光
弘　

②　

芦　
　

品

地　
　
　

連　
　
　

長　

山
本　
　

章　

③　

し
ま
な
み

地　
　
　

連　
　
　

長　

西
丸　
　

宏　

④　

広
島
中
央

地　
　
　

連　
　
　

長　

畝
本　

久
幸　

⑤　

瀬
戸
内

地　
　
　

連　
　
　

長　

冨
田　
　

修　

⑥　

江
田
島

地　
　
　

連　
　
　

長　

井
手
口
耕
三　

⑦　

広　
　

島

地　
　
　

連　
　
　

長　

坂
本　

康
治　

⑧　

広
島
西

地　
　
　

連　
　
　

長　

久
保　

武
弘　

⑨　

広
島
北

地　
　
　

連　
　
　

長　

山
下　
　

洋　

⑩　

高　
　

陽

地　
　
　

連　
　
　

長　

佐
々
木
哲
司　

⑪　

三　
　

次

地　
　
　

連　
　
　

長　

青
掛　

良
晴　

⑫　

庄　
　

原

（
一
社
）
広
島
建
築
共
同
職
業
訓
練
協
会

（
一
社
）
広
島
県
建
築
セ
ン
タ
ー
協
会

会　
　

長（
理
事
長
）　

原　
　
　

正　

⑤　

瀬
戸
内

副
会
長（
副
理
事
長
）　

橋
本　

直
幸　

①　

福　
　

山

副
会
長（
副
理
事
長
）　

髙
野　
　

透　

⑦　

広　
　

島

副
会
長（
副
理
事
長
）　

中
川　

裕
次　

⑨　

広
島
北

専

務

理

事　

藤
岡　

祐
二　

⑧　

広
島
西

常

務

理

事　

泉　
　

雅
博　

⑤　

瀬
戸
内

理　
　
　

事（
技
対
部
）　

小
牧　
　

亘　

⑩　

高　
　

陽

理　
　
　

事（
住
対
部
）　

髙
橋　

博
文　

②　

芦　
　

品

理

事　

小
早
川
誠
至　

①　

福　
　

山

理

事　

山
路　

高
資　

②　

芦　
　

品

理　
　

事　

壇
上　

壽
明　

③　

し
ま
な
み

理

事　

猪
木　
　

豊　

④　

広
島
中
央

理

事　

柿
田　

正
昭　

⑤　

瀬
戸
内

理

事　

冨
田　
　

修　

⑥　

江
田
島

理

事　

井
手
口
耕
三　

⑦　

広　
　

島

理

事　

大
元　

篤
雄　

⑧　

広
島
西

理

事　

久
保　

武
弘　

⑨　

広
島
北

理

事　

山
下　
　

洋　

⑩　

高　
　

陽

理

事　

坂
田　

智
宏　

⑪　

三　
　

次

理

事　

牧
田　

孝
寛　

⑫　

庄　
　

原

監

事　

荒
木　

浩
美　

⑦　

広　
　

島

監

事　

吉
田　

達
示　

⑧　

広
島
西

広
島
県
建
設
国
民
健
康
保
険
組
合

理　
　
　

事　
　
　

長　

原　
　
　

正　

⑤　

瀬
戸
内

副

理

事

長　

井
手
口
耕
三　

⑦　

広　
　

島

副

理

事

長　

宮
下　

勝
美　

⑤　

瀬
戸
内

法
令
遵
守
担
当
理
事　

藤
岡　

祐
二　

⑧　

広
島
西

常

務

理

事　

原
田　
　

旭　

ー　

事
務
局

理

事　

門
主　

英
人　

①　

福　
　

山

理

　
　

事　

高
橋　

光
弘　

②　

芦　
　

品

理

事　

山
本　
　

章　

③　

し
ま
な
み

理

事　

西
丸　
　

宏　

④　

広
島
中
央

理

事　

冨
田　
　

修　

⑥　

江
田
島

理　

事　

上
野　

将
俊　

⑦　

広　
　

島

理

事　

渡
邉　

朝
展　

⑦　

広　
　

島

理

　
　

事　

五
葉
木
幸
春　

⑦　

広　
　

島

理

事　

坂
本　

康
治　

⑧　

広
島
西

理

事　

久
保　

武
弘　

⑨　

広
島
北

理

事　

山
下　
　

洋　

⑩　

高　
　

陽

理

事　

佐
々
木
哲
司　

⑪　

三　
　

次

理

事　

青
掛　

良
晴　

⑫　

庄　
　

原

理　
　

事（
社
保
対
部
）　

平
木　

辰
明　

③　

し
ま
な
み

監

事　

小
野　

貫
和　

②　

芦　
　

品

監

事　

中
島　

昭
夫　

③　

し
ま
な
み

監　
　
　
　
　
　
　

事　

川
口　

唯
紀　

⑤　

瀬
戸
内

監

事　

長
尾　

善
行　

⑧　

広
島
西

監

事　

松
林　

正
男　

⑨　

広
島
北

監

事　

今
岡　

哲
也　

⑫　

庄　
　

原

（
　
）

順
不
同

敬
称
略

〇
第
８
地
連
広
島
西　

15
人

〇
第
10
地
連
高
陽　

７
人

〇
第
７
地
連
広
島　

４
人

〇
第
１
地
連
福
山　

５
本

（
順
不
同
・
敬
称
略
）

広
島
県
知
事
・
湯
﨑
英
彦

自
由
民
主
党
・
衆
議
院
議
員
・

寺
田　

稔

国
土
交
通
大
臣
・
衆
議
院
議
員
・

斉
藤
鉄
夫

国
民
民
主
党
・
参
議
院
議
員
・

柳
田　

稔

立
憲
民
主
党
・
衆
議
院
議
員
・

佐
藤
公
治

こ
く
み
ん
共
済
Ｃ
Ｏ
Ｏ
Ｐ
広
島

中
国
労
働
金
庫
広
島
西
支
店
・

全
建
総
連
・
北
海
道
連
・
岩
手

県
連
・
秋
田
建
労
・
山
形
県
連
・

全
建
総
連
福
島
・
茨
城
県
連
・

群
馬
県
連
・
建
設
埼
玉
・
埼
玉

土
建
・
千
葉
県
連
・
千
葉
土
建
・

東
京
都
連
・
山
梨
県
連
・
新
潟

ユ
ニ
オ
ン
・
長
野
県
建
設
労
連
・

岐
阜
建
労
・
静
岡
建
労
・
愛
知

建
築
・
全
建
愛
知
・
京
建
労
・

祝
電
・
メ
ッ
セ
ー
ジ

　

我
々
は
本
日
、
第
66
回
定
期

大
会
に
お
い
て
、
組
合
員
と
家

族
の
暮
ら
し
を
守
る
た
め
の
運

動
の
総
括
と
、
向
こ
う
一
年
の

運
動
方
針
を
決
議
し
た
。

　

昨
年
は
、
ワ
ク
チ
ン
接
種
率

の
向
上
で
感
染
拡
大
が
一
時
的

に
抑
え
ら
れ
た
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
だ
っ
た
が
、
よ
り
感
染

力
の
強
い
変
異
種
「
オ
ミ
ク
ロ

ン
株
」
の
発
生
で
感
染
者
が
激

増
し
て
い
る
。

　

海
外
で
は
ス
ポ
ー
ツ
や
文
化

に
お
い
て
日
本
人
の
活
躍
が
目

を
引
き
、国
内
で
は
延
期
と
な
っ

て
い
た
東
京
五
輪
の
無
観
客
で

の
開
催
、
菅
内
閣
が
退
陣
し
、

岸
田
内
閣
の
発
足
な
ど
の
話
題

も
あ
っ
た
が
、
コ
ロ
ナ
禍
に
や

や
霞
み
、
繰
り
返
さ
れ
る
緊
急

言

会

事
態
宣
言
に
よ
っ
て
、
経
済
活

動
に
影
響
が
出
た
一
年
で
あ
っ

た
。

　

公
共
工
事
設
計
労
務
単
価
は
、

政
策
的
に
引
き
上
げ
ら
れ
た
平

成
24
年
以
降
、
全
国
的
に
10
年

連
続
の
引
き
上
げ
、
公
表
開
始

の
平
成
９
年
度
以
降
で
過
去
最

高
を
更
新
し
た
が
、
現
場
賃
金

と
の
格
差
は
変
わ
ら
ず
、
組
合

員
の
生
活
実
感
に
つ
な
が
っ
て

い
な
い
。

　

建
設
キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
シ
ス

テ
ム
は
、
２
月
末
で
広
島
県
内

の
４
８
８
７
事
業
所
、
２
１
０

６
６
人
の
技
能
者
が
登
録
し
て

い
る
。
町
場
レ
ベ
ル
で
の
浸
透

は
こ
れ
か
ら
だ
が
、
国
土
交
通

省
を
は
じ
め
官
民
一
体
の
建
設

業
界
を
活
性
化
す
る
た
め
の
取

組
み
が
活
発
化
し
て
い
る
。

　

先
輩
方
の
尽
力
で
昭
和
44
年

１
月
に
竣
工
し
た
広
島
建
労
会

館
の
建
て
替
え
が
今
大
会
で
承

認
さ
れ
、
新
会
館
の
建
設
工
事

が
開
始
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。

組
合
員
と
そ
の
家
族
の
命
と
健

康
を
守
る
の
が
広
島
建
労
の
役

割
で
あ
り
、
そ
の
活
動
の
拠
点

が
広
島
建
労
会
館
で
あ
る
。
今

回
の
建
て
替
え
が
、
50
年
、
１

０
０
年
先
へ
と
思
い
を
引
き
継

ぐ
節
目
の
一
歩
に
な
る
と
確
信

す
る
。

　

組
合
の
「
相
互
扶
助
」
の
精

神
を
受
け
継
ぎ
、
安
定
し
た
賃

金
収
入
の
確
保
、
安
全
な
労
働

環
境
の
整
備
、
健
康
維
持
の
た

め
の
各
種
健
診
の
受
診
、
技
術

技
能
の
向
上
、
地
域
社
会
の
防

災
と
復
旧
活
動
へ
の
取
組
み
、

税
金
や
社
会
保
険
の
知
識
を
深

め
る
学
習
活
動
な
ど
、
組
合
の

魅
力
づ
く
り
で
新
会
館
竣
工
ま

で
に
組
織
拡
大
を
実
現
し
よ
う
。

　

組
合
員
と
家
族
が
健
康
で
安

心
し
て
暮
ら
せ
る
た
め
に
、
広

島
建
労
に
集
う
１
２
，
２
０
０

人
の
仲
間
と
そ
の
家
族
が
、
自

ら
の
生
活
の
基
盤
で
あ
る
「
組

合
を
自
ら
で
守
る
」
と
い
う
意

識
を
共
有
し
、
連
帯
し
て
力
を

結
集
す
る
こ
と
を
本
大
会
の
総

意
と
し
て
こ
こ
に
宣
言
す
る
。

２
０
２
２
年　

３
月
19
日

　
　
　

第
六
十
六
回
定
期
大
会

一
年
の
運
動
方
針
を
決
議

一
般
社
団
法
人
  広島県建築センター協

会

加
盟
会
員

◇
議
長
団

久
保
武
弘
（
第
９
地
連
広
島
北
）

竹
田
博
文
（
第
10
地
連
高
陽
）

◇
議
事
運
営
委
員
長

上
川
健
一
（
第
１
地
連
福
山
）

同
委
員　

山
路
高
資
（
第
２
地

連
芦
品
）
新
川
兼
光
（
第
３
地

連
し
ま
な
み
）
森
若
巖
（
第
４

地
連
広
島
中
央
）
蔦
川
伸
也
（
第

〇
特
別
功
労

岩
田
忠
二
（
第
４
地
連
広
島
中

央
）

〇
県
執
行
委
員

平
井
一
悟
（
第
２
地
連
芦
品
）

田
渕
繁
春
（
第
７
地
連
広
島
）

谷
口
秀
樹
（
第
７
地
連
広
島
）

大
森
隆
（
第
４
地
連
広
島
中
央
）

胡
幸
治
（
第
２
地
連
芦
品
）

〇
（
一
社
）
訓
練
・
建
築
セ
ン

タ
ー
協
会
理
事

上
川
健
一
（
第
１
地
連
福
山
）

竹
田
博
文
（
第
10
地
連
高
陽
）

川
重
志
津
磨
（
第
６
地
連
江
田

島
）

〇
地
連
長

川
重
志
津
磨
（
第
６
地
連
江
田

功
労
者
表
彰
の
皆
さ
ん

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

組
織
拡
大表彰

地
連

広
建
新
報

最
多
投
稿
地
連

大
会
諸
役
員
の
皆
さ
ん

５
地
連
瀬
戸
内
）

◇
資
格
審
査
委
員
長

荒
木
浩
美
（
第
７
地
連
広
島
）

同
委
員　

冨
田
修
（
第
６
地
連

江
田
島
）
山
本
謙
二
郎
（
第
８

地
連
広
島
西
）
宮
本
繁
樹
（
第

９
地
連
広
島
北
）
光
田
浩
吉
（
第

10
地
連
高
陽
）

◇
選
挙
管
理
委
員
長

山
下
洋
（
第
10
地
連
高
陽
）

同
委
員　

佐
々
木
哲
司
（
第
11

地
連
三
次
）
青
掛
良
晴
（
第
12

地
連
庄
原
）
門
主
英
人
（
第
１

地
連
福
山
）
高
橋
光
弘
（
第
２

地
連
芦
品
）
井
上
恭
彦
（
第
３

地
連
し
ま
な
み
）
西
丸
宏
（
第

４
地
連
広
島
中
央
）
柿
田
正
昭

（
第
５
地
連
瀬
戸
内
）
川
重
志

津
磨
（
第
６
地
連
江
田
島
）
五

葉
木
幸
春
（
第
７
地
連
広
島
）

岡
村
大
（
第
８
地
連
広
島
西
）
大

本
満
男
（
第
９
地
連
広
島
北
）

◇
議
事
録
署
名
者

加
藤
智
也
（
第
11
地
連
三
次
）

島
）
胡
幸
治
（
第
２
地
連
芦
品
）

〇
副
地
連
長

村
上
浩
通
（
第
１
地
連
福
山
）

大
下
誠
（
第
４
地
連
広
島
中
央
）

吉
本
典
生
（
第
12
地
連
庄
原
）

〇
建
設
国
保
理
事

尾
尻
裕
司
（
第
８
地
連
広
島
西
）

谷
口
秀
樹
（
第
７
地
連
広
島
）

川
重
志
津
磨
（
第
６
地
連
江
田

島
）
髙
野
透
（
第
７
地
連
広
島
）

〇
建
設
国
保
監
事

竹
本
康
史
（
第
４
地
連
広
島
中

央
）

兵
庫
県
連
・
奈
良
建
築
・
ア
ー

キ
テ
ク
ト
ン
奈
良
・
和
歌
山
建

労
・
鳥
取
県
連
・
島
根
建
連
・

建
労
岡
山
・
建
設
山
口
・
徳
島

建
労
・
フ
レ
ッ
セ
・
香
川
建
労
・

愛
媛
建
労
・
高
知
建
労
・
福
岡

建
労
・
全
福
岡
建
労
・
佐
賀
建

連
・
建
設
長
崎
・
熊
建
労
・
大

分
建
労
・
宮
崎
建
産
労

今
岡
哲
也
（
第
12
地
連
庄
原
）

◇
司
会
者　

廣
瀨
慎
（
青
年
部
）

◇
書
記

塚
本
剛
史
・
河
南
道
代
（
事
務

局
）
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対 象 者

自己負担

目 標

特定健診・特定保健指導

注　

意

人間ドック・脳ドック・PET‒CTがん
ドック検診補助申請について

受診から補助までの流れ建設国保からのお知らせ 広島県建設国民健康保険組合

１. 対象となる検診及び補助
補助の対象となる検診の種類は次のとおりです。

⑴人間ドック
⑵脳ドック
⑶PET‒CTがんドック検診（受診予定人数30名まで）
⑷人間ドック又は脳ドックと併せて受ける契約外検査（オプション検査）
※宿泊の場合も、日帰り検診と同じ金額の8割を補助金額の上限とします。
※PET－CTがんドック検診は建設国保組合が一律40,200円を補助します
が、差額については受診者が契約医療機関の窓口にて支払います。
※契約外検査（オプション検査）を受診された場合、契約外検査総費用
額の5,000円までを上限として補助します。超えた場合の料金は受診者の
自己負担になります。
※PET‒CTがんドック検診では、契約外検査は該当いたしま
せんので、契約外検査を受診された場合は、全額自己負担に
なります。
※人間ドック・脳ドック検診またはPET検診は

『健康づくりビンゴ表』の左上マスに該当します。

２. 補助対象医療機関について
広島県建設国民健康保険組合と委託契約を締結した医療機関（別紙令

和4年度契約医療機関一覧表）の中より、お申し込みください。
※令和4年4月から検診料金等が変更されておりますので、受診される医
療機関か一覧表にてご確認ください。また下記の機関の取扱いが変更と
なりましたので、ご注意ください。
（補助廃止医療機関）・三菱三原病院
（検診業務一時中止医療機関）・広島市立安佐市民病院（移転による一
時中止、令和4年6月1日より再開予定）

３. 申し込み方法について
補助対象医療機関へ予約後、人間・脳ドックの場合は必ず「契約検

診機関補助申込書兼受診票」、PET‒CTがんドック検診の場合は必ず
「PET‒CT検診補助申込書兼受診票」を所属されている地域連合の窓口に
連絡して、お申し込みください。
注受診される当日は必ず受診票を持参してください。
注予約された後、地域連合の窓口には早めに申請をしてください。
注受診票に記入する項目は全て記入をしてください。
注対象医療機関以外での受診は補助対象になりません。
　また、償還払いも補助対象にはなりません。

４. 対象者
　受診票の交付を受けることができるのは交付及び申請時において、次
の各号のすべての要件に該当する被保険者とする。
⑴検診日現在被保険者である組合員とその配偶者
⑵入院または妊娠していない者
⑶年度内（4月から翌年3月まで）に検診補助を受けていない者
⑷国民健康保険料を滞納していない者
⑸事前に当国保組合へ申込書が受理された者

　受診票の交付を受けた被保険者が、受診の中止または検診日を変更すると
きは、直ちにその旨を検診機関に連絡のうえ、変更を受けてください。
※必ず建設国保組合にも申請変更の連絡をお願いします。

　特定健診とはメタボリックシンドローム（内臓脂肪症候群）をはじめとする生活習慣病の予防や改
善に着目した健診です。特定健診の結果により、将来の生活習慣病を防ぐ事が必要な方には、特定保
健指導を受けて頂く必要があります。特定保健指導は特定健診会場で当日に、受診できるようになり
ました。人間ドック検診においても下記の5検診機関での人間ドック検診後の当日特定保健指導が可能
となりましたので、受けて頂くようよろしくお願いします。

　行政（各市町）が検診車を公民館等に派遣して行う集団健診のうちで、特定健康診査につい
ては、建設国保に加入しているみなさんは、受診することができません。
　この特定健康診査については、建設国保が独自に行います。したがいまして、建設国保に
加入しているみなさんは、所属の各地域連合で手続きを行っていただき、建設国保が契約し
ている検診業者で受診していただくようになりますので、注意してください。

40歳以上の被保険者全員（令和4年4月1日時点）

特定健診、特定保健指導とも建設国保が負担するため無料！

今年度も特定健診受診率70％、保健指導受診率30％を目指しています。

①「契約検診機関一覧表」で契約検診機関を確認のうえ、2週間以上の余裕をもって予約する

②受診者は所属の地域連合で、補助申込をする
　「契約検診機関補助申込書兼受診票・PET－CT検診補助申込書兼受診票」記入

③国保組合へ「契約検診機関補助申込書兼受診票・PET－CT検診補助申込書兼受診票」を送付

④国保受付印を押印した補助申込書兼受診票を地域連合へ返送

⑤受診者は、必ず「契約検診機関補助申込書兼受診票・PET－CT検診補助申込書兼受診票」を提示の
うえ受診する

⑦後日、建設国保組合が残りの検診費用相当額と、オプション検査を受診された方の費用のうち
5,000円までを上限とし、医療機関へ支払う

※広島県建設国民健康保険組合補助申込書兼受診票は、受診者が当組合の被保険者でありドックの補
助対象者であることを証明するものです。受診票を提示されないと医療機関で補助対象者であるか確
認が出来ません。当日は必ず受診票を提示してください。
　また事前に申込のないものは補助できませんので、ご注意ください。

⑥受診後、（人間・脳ドックの場合）契約検診料金の2割相当額と、オプション検査を受けられた方
は料金の5,000円を超えた額、（PET－CT検診の場合）当国保組合が負担する40,200円の差額分を
窓口にて支払う。

人間・脳ドック受診でのオプション検査については、5,000円までは当国保組合が助成しま
す。5,000円を超えた金額は自己負担となりますので、当日窓口でお支払いください。
※PET－CT検診の場合オプション検査は該当しません。

歯科健診を無料で受診することができます。　※詳しくは建設労働組合の各地連窓口にお問い合わせください。 情報提供サンスター株式会社

◆禁煙が歯と歯ぐきを守る!全身の健康も守る!◆歯周病と生活習慣病の関連

タバコを吸う 疲労やストレスを
ためている

よく噛まずに食べ
る

間食が多い  ・タバコががんや心臓病、脳血管の病気など、命に関わる病
気の原因になる事はすでによく知られています。実は、歯周
病にとっても、喫煙は最も、大きな危険因子なのです。

・タバコを吸うと先ず直撃されるのが口の中。歯と歯ぐきにニ
コチンなどの有害物質が悪影響を与えます。体の抵抗力を弱
めたり、抹消の血管を収縮させ、歯ぐきの血液循環を悪くし
たりします。また、歯周ポケットに歯周病菌が住みつきやす
くなり、治療を行ってもなかなか歯周病菌を取り除けません。

 ・歯と歯ぐきのためにも全身のためにも、また、周囲の人の
ためにも、禁煙しましょう。

喫煙をすると、タバコ
の煙に含まれている
有害物質が、口の中の
粘膜や歯肉から吸収
され歯周病リスクを
高めます。

疲労やストレスがた
まると免疫力が低下
し、歯周病にかかりや
すくなります。

よく噛まずに食べる
と、唾液がじゅうぶん
に分泌されず、細菌が
繁殖しやすくなりま
す。

口の中での細菌は糖
分 を 栄 養 に し て プ
ラ ー ク(歯 垢)を 作 り
ます。甘いものをだら
だらと食べる生活は
控えましょう。

お口のお手入れがあなたの体を守ります歯とお口の健康
生活習慣の改善が歯周病と全身病を防ぐ

第1回

基
本
的
な

健
診
項
目

特
定
保
健

指
導
機
関

・問診・身体測定・血圧測定・尿検査
・前立腺がん検査・大腸がん検査
・血液検査(肝機能、脂質、血糖、貧血等)
・子宮頸がん検査
・血清クレアチニン検査

●アルパーク検診クリニック
●広島県環境保健協会
●広島赤十字・原爆病院
●医療法人JR広島病院
●東広島記念病院
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契約検診機関
日帰り人間ドック 日帰り脳ドック 日帰り人間ドック

脳ドックセット
ＴＥＬ

コース 検診料金
(税込み) 本人負担 検診料金

(税込み) 本人負担 検診料金
(税込み) 本人負担

日 本 鋼 管 福 山 病 院 30,800 6,160 084-945-3920

中 国 労 働 衛 生 協 会
40,700 8,140

084-941-8211簡易ドック
（共通） 20,900 4,180

脳神経センター　大田記念病院 39,600 7,920 41,800 8,360 81,400 16,280 084-931-8650
福山市医師会健康支援センター 36,300 7,260 084-921-0035

中 国 中 央 病 院
40,150 8,030 64,350 12,870

084-970-2121
胃カメラ 43,450 8,690 67,650 13,530

府 中 市 民 病 院 36,443 7,280 55,245 11,040 0847-45-3300

さ と う 脳 外 科 ク リ ニ ッ ク

脳ドックＡ 22,000 4,400 

084-940-5855
脳ドックＢ 33,000 6,600 
脳ドックＣ 38,500 7,700 
脳ドックＤ 49,500 9,900

沼 隈 病 院 38,280 7,650 084-988-1888
西 福 山 病 院 25,000 5,000 084-933-2110
公 立 み つ ぎ 総 合 病 院 36,300 7,260 34,100 6,820 60,500 12,100 0848-76-1111
尾 道 市 立 市 民 病 院 35,200 7,040 0848-47-1155
J A 尾 道 総 合 病 院 44,000 8,800 61,600 12,320 0848-22-8111
村 上 記 念 病 院 33,600 6,720 0848-22-3131

因 島 医 師 会 病 院
38,500 7,700 

29,700 5,940 
55,000 11,000

0845-24-1210
胃カメラ 39,600 7,920 56,100 11,220

因 島 総 合 病 院 38,500 7,700 14,500 2,900 58,300 11,660 0845-22-2552
公 立 世 羅 中 央 病 院 39,000 7,800 63,200 12,640 0847-22-1127
三 原 赤 十 字 病 院 38,500 7,700 52,760 10,550 0848-64-8111

興 生 総 合 病 院
39,600 7,920

44,000 8,800 
67,100 13,420

0848-63-5512
胃カメラ 41,800 8,360 69,300 13,860

三 原 市 医 師 会 病 院 34,100 6,820 33,000 6,600 67,100 13,420 0848-62-3113

東 広 島 記 念 病 院
38,665 7,730 

33,000 6,600 55,165 11,030 082-423-6662
B コース 22,000 4,400 

西 条 中 央 病 院 36,000 7,200 082-423-3050

本 永 病 院
38,500 7,700 

082-423-2666
胃カメラ 41,250 8,250 

井 野 口 病 院 38,230 7,640 35,200 7,040 64,710 12,940 0120-706-076
安 田 病 院　 健 康 管 理 セ ン タ ー 33,000 6,600 22,000 4,400 55,000 11,000 0846-22-6213
横 山 病 院 26,400 5,280 0823-74-1122
呉 芸 南 病 院
芸 南 健 康 ク リ ニ ッ ク

39,050 7,810 
0823-73-7200

胃カメラ 41,450 8,290

中 国 労 災 病 院
43,800 8,760 

35,400 7,080
79,200 15,840

0823-72-7447
胃カメラ 45,840 9,160 81,240 16,240

呉 市 医 師 会 病 院 40,600 8,120 0823-22-2321

呉 共 済 病 院
42,000 8,400 

34,000 6,800
64,000 12,800

0823-22-2111
胃カメラ 47,200 9,440 69,200 13,840

県 立 安 芸 津 病 院 35,750 7,150 0846-45-0055
済 生 会 広 島 病 院
健 康 管 理 セ ン タ ー

39,600 7,920 
38,500 7,700 

71,500 14,300
082-820-1870

胃カメラ 44,000 8,800 75,900 15,180
医 療 法 人 JR 広 島 病 院 42,900 8,580 64,900 12,980 082-262-1494

ア ル パ ー ク 検 診 ク リ ニ ッ ク
39,600 7,920 

33,000 6,600 
69,300 13,860

082-501-1115
胃カメラ 41,800 8,360 71,500 14,300

福 島 生 協 病 院
43,020 8,600 

082-292-3215
生協会員 30,120 6,020 

鈴 が 台 ク リ ニ ッ ク 36,700 7,340 082-278-6151

健 康 倶 楽 部 健 診 ク リ ニ ッ ク
40,700 8,140 74,800 14,960

082-249-7011
胃カメラ 45,100 9,020 79,200 15,840

広 島 原 爆 障 害 対 策 協 議 会
健 康 管 理 ・ 増 進 セ ン タ ー 38,700 7,740 33,910 6,780 66,200 13,240 082-243-2451

広 島 赤 十 字 ・ 原 爆 病 院
40,700 8,140 

41,690 8,330
71,390 14,270

082-241-3111
胃カメラ 42,900 8,580 73,590 14,710

吉 島 病 院
42,350 8,470 

082-241-2167
胃カメラ 45,650 9,130 

広 島 県 環 境 保 健 協 会
37,400 7,480 

28,270 5,650 
65,670 13,130

082-293-1513
胃カメラ 42,350 8,470 70,620 14,120

グランドタワー　メディカルコート
ラ イ フ ケ ア ク リ ニ ッ ク

42,900 8,580 
082-227-3366

胃カメラ 46,750 9,350 
広 島 中 央 健 診 所 40,700 8,140 29,700 5,940 64,900 12,980 082-228-1177

長 崎 病 院
37,400 7,480

082-208-5801
胃カメラ 40,700 8,140

中 電 病 院 37,400 7,480 27,600 5,520 65,000 13,000 0120-101-773
広 島 生 活 習 慣 病・
が ん 健 診 セ ン タ ー 幟 町 38,500 7,700 33,000 6,600 60,500 12,100 082-224-6661

広 島 共 立 病 院
38,500 7,700 

26,400 5,280 
64,900 12,980

082-879-1111
胃カメラ 40,700 8,140 67,100 13,420

生 協 さ え き 病 院
43,120 8,620 

082-926-4511
生協会員 30,140 6,020 

五 日 市 記 念 病 院
40,000 8,000 

082-924-221125,000 5,000 
西広島リハビリテーション病院 39,600 7,920 082-924-1116
広 島 生 活 習 慣 病・
が ん 健 診 セ ン タ ー 大 野 38,665 7,730 33,000 6,600 55,165 11,030 0829-56-5505

広 島 市 立 安 佐 市 民 病 院 ※ ※病院移転の為、健診が 5 月末まで中止 082-815-5211

安 芸 太 田 病 院
41,540 8,300 

20,900 4,180 
62,440 12,480

0826-22-2299
胃カメラ 44,820 8,960 65,720 13,140 

千 代 田 中 央 病 院 41,800 8,360 0826-72-6111

三 次 地 区 医 療 セ ン タ ー
33,610 6,720 

37,800 7,560 
66,110 13,220

0824-62-6311
胃カメラ 35,810 7,160 68,310 13,660

市 立 三 次 中 央 病 院
38,500 7,700

44,550 8,910
59,730 11,940

0824-65-0101
胃カメラ 40,700 8,140 61,930 12,380

J A 吉 田 総 合 病 院 39,600 7,920 39,600 7,920 61,600 12,320 0826-42-5372
庄 原 市 立 西 城 市 民 病 院 35,000 7,000 28,000 5,600 62,500 12,500 0824-82-2611
東 城 病 院 33,900 6,780 08477-2-2150
庄 原 赤 十 字 病 院 37,400 7,480 66,660 13,330 0824-72-3111
瀬 尾 医 院 31,800 6,360 08477-2-0023
平 和 ク リ ニ ッ ク 補助負担額 40,200 　　本人負担額＝健診料金－ 40,200 082-532-2211
大 原 記 念 倉 敷 中 央 医 療 機 構 
倉敷中央病院付属予防医療プラザ 補助負担額 40,200 　　本人負担額＝健診料金－ 40,200 086-422-6800

建設国保が実施している各種検診等の補助

【対象検診】地方自治体（市・町）が実施しているがん検診
【対 象 者】組合員および配偶者
【補 助 額】年（4月～翌年3月まで）1回　本人負担額全額
★補助を受けるには
①検診料を支払ったときに必ず領収書をもらう。
②領収書（原本）を持って所属の地域連合で補助申請の手続きをする。
※がん検診受診は、『健康づくりビンゴ表』の左中マスに該当します。

がん検診補助

歯科健診補助

インフルエンザ予防接種補助

肺がん（アスベスト）検診補助

契約保養所利用補助

国保組合節目がん検診

産後就労助成金

【対象健診】指定歯科医院（健診協力医）で受診した歯科健診
【対 象 者】被保険者全員

【補 助 額】年（4月～翌年3月まで）1回　健診料3,300円（税込）全額を補助
★補助を受けるには
①指定歯科医院を確認。健診日を予約して、所属の地域連合で健
　診票を交付してもらう。
②受診日当日、忘れずに健診票を持参していく。健診料の支払いは不要。
※歯科健診受診は、『健康づくりビンゴ表』の左下マスに該当します。

【対　象　者】対象者年齢
・接種日時点で1歳以上から中学入学前の被保険者
・接種日時点で65歳以上75歳未満の被保険者

【補　助　額】接種費用に関わらず、1,500円を限度として補助
【補助対象数】人数に制限があり、該当対象者2,000人までを補助
【接 種 期 間】10月1日～翌年2月末日までの1回
★補助を受けるには
①接種費用を支払ったとき、必ず領収書をもらう。
②領収書（コピー）を持って所属の地域連合で補助申請の手続きをする。
※インフルエンザ予防接種は、『健康づくりビンゴ表』の左中マ

スに該当します。

【対象検診】各地域連合の実施計画に基づき、検診車を派遣して行う肺がん検診
【対 象 者】組合員および配偶者
【補 助 額】◇広島県環境保健協会…検診料金10,450円（税込）のうち、

8,450円を補助　自己負担額2,000円が必要です。
　◇中国労働衛生協会…検診料金5,500円（税込）のうち、

3,500円を補助　自己負担額2,000円が必要です。
●肺がん（アスベスト）検診は、各地域連合の実施計画に基づいて行われます。

検診など手続きの詳細については所属の地域連合へお問い合わせください。
●放射線被爆は極微量となっており問題はない量ですので、喫煙者・

要再検査の方は毎年の受診をお勧めしています。しかし、肺・心疾
患の疑いがある場合等は十分考慮のうえ、受診をご検討ください。

※肺がん（アスベスト）検診受診は、『健康づくりビンゴ表』の
左下マスに該当します。

【対象検診】各地域連合の実施計画に基づく、特定健康診査会場で同時に行われ
る節目がん検診

【対 象 者】令和4年4月1日時点で資格を有する被保険者で下記の満年齢の者
組合員　満20歳、25歳、30歳、35歳
家　族　満30歳、35歳

【検査内容】男女とも便採取による大腸がん検査
　採血検査　　貧血、血清クレアチニン（腎機能）、肝機能、

　血糖値、血中脂質（コレステロ－ル値）
　女性のみ採血による子宮がん検査（CA‒125）

【補 助 額】年（4月～翌年3月まで）1回
◇男性…検診料金5，100円 全額を補助
◇女性…検診料金7，200円 全額を補助

※国保組合節目がん検診は、『健康づくりビンゴ表』の左上マスに該当します。

【対 象 者】出産された女性組合員
【補 助 額】出産月を含めた、前3カ月の保険料相当額
★補助を受けるには

出産手当金請求と同時に所属地域連合で助成申請手続きをする。

【対象宿泊】日本交通公社(JTB)または日本旅行のどちらかと契約を結んでいる
宿泊施設での宿泊

【対 象 者】被保険者全員（0歳児は対象外）
【補 助 額】年（4月～翌年3月まで）1回　組合員2,000円、

家族1人につき2,000円
★補助対象となっている宿泊施設や手続き方法など、詳細は所属の

地域連合へお問い合わせください。
※契約保養所利用者は、『健康づくりビンゴ表』の下中マスに該当します。

令和4年度 契約医療機関一覧表
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広島建労のホームページ URL:https://hiro-ken.com/　メールアドレス E-mail:hiroshimakenrou＠hiro-ken.com

決算および予算案を提案

内　容 件数

転 墜 落 ６

工 具 ・ 機 械 ４

転 倒 ２

打 撲 ・ 捻 挫 １

そ の 他 ２

計 15

地連名 件数

第１地連 福 山 １

第２地連 芦 品 １（３）

第４地連 広島中央 （１）

第６地連 江 田 島 （１）

第７地連 広 島 ４（１）

第８地連 広 島 西 （１）

第９地連 広 島 北 １（１）

計 ７ （8）
（　） 内は一人親方

労災事故発生原因

「カンガルーマーク」
クイズ

4月1日の
組織人員
12,134人

紙
面
に
複
数
個
の
「
カ
ン
ガ
ル
ー
マ
ー
ク
」
が
印
刷
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、
「
カ
ン
ガ

ル
ー
マ
ー
ク
」
の
総
数
（
写
真
内
の
も
の
は
含
ま
な
い
）
を
お
答
え
く
だ
さ
い
。
ハ
ガ
キ

（
Ｆ
Ａ
Ｘ
可
）
に
、
「
カ
ン
ガ
ル
ー
マ
ー
ク
の
総
数
・
郵
便
番
号
・
住
所
・
氏
名
・
電

話
番
号
・
所
属
地
連
名
・
『
広
建
新
報
』
に
つ
い
て
ひ
と
こ
と
感
想
」
を
明
記
し
て
、

広
島
建
労
・
県
本
部
ま
で
お
送
り
く
だ
さ
い
。
Ｈ
Ｐ
か
ら
も
応
募
可
能
〈
「
組
合
員
専

用
」
ペ
ー
ジ
〉
で
す
。
抽
選
の
上
、
10
人
の
方
へ
ク
オ
カ
ー
ド
を
差
し
上
げ
ま
す
。
な

お
、
応
募
締
め
切
り
は
今
月
末
（
消
印
有
効
）
ま
で
で
す
（
正
解
：
４
月
号
は
２
個
）
。

労働災害地連別件数一覧表
令和4年3月分

労災保険に入りましょう
県
・
竹
村
会
長
の
あ
い
さ
つ
（
演
壇
）

５
月

５
月

６
月

　

【
県
・
主
婦
の
会
会
長
・
竹

村
富
士
子
】
３
月
11
日(

金)

10

時
か
ら
、
主
婦
の
会
は
総
勢
15

人
（
会
員
10
人
、
来
賓
３
人
、

事
務
局
２
人
）
が
出
席
し
て
、

広
島
建
労
会
館
で
第
58
回
主
婦

の
会
総
会
を
行
い
ま
し
た
。

　

第
10
地
連
・
竹
田
さ
ん
の
司

会
、
中
野
副
会
長
の
開
会
あ
い

さ
つ
で
始
ま
り
、
議
長
団
に
第

11
地
連
の
倉
田
さ
ん
と
第
12
地

連
の
山
口
さ
ん
が
選
出
さ
れ
ま

し
た
。

　

県
会
長
が
物
故
者
に
対
し
て

黙
と
う
を
さ
さ
げ
た
後
あ
い
さ

つ
を
行
い
、
来
賓
の
岩
田
委
員

長
と
谷
口
書
記
長
と
上
野
組
織

　

【
県
・
新
青
年
部
長
・
西
濵

恭
兵
】
青
年
部
は
第
22
回
青
年

部
総
会
を
３
月
12
日(

土)

13
時

か
ら
建
労
会
館
で
開
催
。
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
防
止
の

た
め
人
数
を
縮
小
し
て
、
青
年

部
４
人
、
来
賓
３
人
、
事
務
局

１
人
の
計
８
人
が
出
席
で
開
催

し
ま
し
た
。

　

総
会
の
進
行
を
担
当
書
記
が

行
い
、
中
川
青
年
副
部
長
（
第

10
地
連
）
の
開
会
あ
い
さ
つ
で

始
ま
り
ま
し
た
。

　

物
故
者
に
対
す
る
黙
と
う
を

さ
さ
げ
た
後
、
県
・
植
竹
青
年

部
長
、
岩
田
執
行
委
員
長
、
上

野
組
織
部
長
、
谷
口
書
記
長
の

あ
い
さ
つ
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

令
和
３
年
度
の
経
過
、
令
和

４
年
度
の
運
動
方
針
案
の
提
案

を
植
竹
青
年
部
長
が
行
い
、
決

算
報
告
お
よ
び
予
算
案
の
提
案

を
西
濵
青
年
副
部
長
（
第
６
地

連
）
が
行
い
ま
し
た
。
代
表
質

部
長
よ
り
あ
い
さ
つ
が
あ
り
ま

し
た
。

　

経
過
報
告
・
運
動
方
針
案
の

提
案
を
県
会
長
、
決
算
報
告
・

予
算
案
提
案
を
稗
田
第
１
地
連

会
長
が
行
い
、
拍
手
で
議
案
が

了
承
さ
れ
ま
し
た
。
新
役
員
案

が
読
み
上
げ
ら
れ
、
拍
手
で
承

認
さ
れ
ま
し
た
。

　

主
婦
の
会
の
活
動
に
ご
尽
力

い
た
だ
い
た
倉
田
さ
ん
と
山
口

さ
ん
へ
岩
田
委
員
長
か
ら
表
彰

状
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　

議
長
解
任
後
、
閉
会
あ
い
さ

つ
を
中
井
新
副
会
長
が
行
い
、

総
会
を
終
え
ま
し
た
。

問
と
返
答
を
書
面
確
認
い
た
だ

い
た
後
、
経
過
・
運
動
方
針
案
、

決
算
・
予
算
案
が
採
択
さ
れ
ま

し
た
。

　

今
年
は
改
選
年
度
の
た
め
、

退
任
役
員
の
功
労
者
を
表
彰
。

新
青
年
部
長
に
第
６
地
連
江
田

島
の
西
濵
さ
ん
が
就
任
し
、
新

旧
役
員
が
あ
い
さ
つ
後
、
中
川

青
年
副
部
長
（
第
10
地
連
）
の

閉
会
の
あ
い
さ
つ
で
総
会
を
終

え
ま
し
た
。

　

昨
年
に
引
き
続
き
、
広
島
県

で
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の

感
染
者
数
が
増
加
傾
向
だ
っ
た

た
め
、
今
回
の
青
年
部
総
会
も

人
数
を
縮
小
し
て
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
今
年
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
の
終
息
を
願
い
つ
つ
、

限
ら
れ
た
活
動
の
中
で
も
知
恵

を
出
し
合
い
、
よ
り
多
く
の
仲

間
と
の
交
流
を
深
め
ら
れ
る
年

に
し
て
い
き
ま
す
。
ご
協
力
よ

ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

５/15　第７地連特定検診
５/16　専門委員会（税対）
５/17　専門委員会（住対）
５/18　専門委員会（賃対）

※あくまで予定です(後日変更あり)。詳細は県本部または所属の地連までお問い合わせください。

▶5〜6月の行事予定◀︎ ５/24　専門委員会（社保対）
５/25　第６地連組織拡大オルグ
５/31　第７地連主婦の会講習会
　　　（簡単着付け教室）
６/19　第６地連住宅デー

足場の組立等作業主任者講習実施案内
■実 　 施 　 日：令和4年7月21日（木）～22日（金）　9時～17時まで
■受 講 資 格：3年以上の当該作業経験者（高校・高専・大学で建築ま
たは土木を専攻し卒業した人は2年以上。他は職訓法による規程あり。
いずれの場合も、満21歳以上の者）
㊟作業経験年数に平成29年7月1日以降を含む場合、足場の組立等特別
教育の受講証明が必要です。
■受 　 講 　 料：9,000円(一部科目免除者は7,000円)
■テ キ ス ト 代：1,680円(受講料と別に必要)
■事 　 務 　 費：500円
■申 込 方 法：受講申込書は各地連事務所にあ
ります。各講習の実施日の21日前(6/30)までに
｢受講申込書」に受講料とテキスト代、事務費を

添えて、県本部または地連窓口へお申込みくださ
い。(受講申込書は広島建労HPの「組合員専用」→
「各種ダウンロード」からもダウンロード可能)
■講 習 会 場：
広島建労本部仮事務所(西区草津東1-7-32)
■注 　 　 　 意： 受講希望者数が定員に満たない
場合、中止することがあります。また、定員20人
になり次第、受付を締め切らせていただきますの
で、ご了承ください。
■登録教習機関：
一般社団法人 広島建築共同職業訓練協会
■お問い合わせ先：
広島県建設労働組合・技術対策部
電話 082-232-6238　FAX 082-294-0248
新型コロナウイルス感染拡大の状況によっては、
開催が延期や中止になる場合があります。

Ｑ：知り合いから税務申告をダイレクト納

付にしたらいいのにと言われましたが、何

がメリットなのですか？

Ａ：事前に税務署へ届出等をしておけば、

e-Tax（イータックス）を利用して電子申

告等または納付情報登録依頼をした後に、

簡単な操作で届出をした預貯金口座から即

時または指定した期日に電子納付すること

ができます。

　経理を会計事務所に委託されている場合

には、税理士が代行して納税の手続きをす

ることができるため、納税者の方は何も手

続きをしなくても自動的に口座から税金が

引き落としをされるため、納付手続きが簡

単で、インターネットバンキングの契約も

不要。即時または期日を指定して納付した

り、税理士が納税者に代わって納付手続き

を行うことが可能になります。

～ダイレクト納付のメリット～
①納付手続きが簡単
②インターネットバンキングの契約が

不要
③即時または期日を指定して納付する

ことが可能
④税理士が納税者に代わって納付手

続きを行うことが可能

税金Ｑ＆Ａコーナー

◆ダイレクト納付◆
税金対策部

新
型
コ
ロ
ナ
対
策
で
人
数
縮
小

代
表
質
問
と
返
答
は
書
面
確
認

新役員案、拍手で承認

第
22
回
青
年
部
総
会

第58回主婦の会総会

令和３年度・
優秀賞

守
り
た
い

　
安
全
作
業
で

家
族
の
笑
顔

労働安全標語

第
６
地
連
江
田
島

西
濵　

恭
兵
さ
ん
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